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首相主催「桜を見る会」の疑惑の真相解明を求める意見書（案） 

 

 

 安倍晋三首相主催の「桜を見る会」をめぐる疑惑が、国政の大問題になっています。 

多額の税金が使われている同会に、安倍晋三事務所が「１千人の枠を持ち、『桜を見る会』のご案内」

とする文章を後援会関係者等に配り大量に招待していました。 

「桜を見る会」は、各界の功労者などを招待者とし、内閣府がそのとりまとめをするとしてきま

したが、その実態は、安倍首相や自民党などに大量の招待枠を設け、功労者であるかどうかの確認

もなく行われ、安倍政権になってから参加者も予算も増え続けてきました。 

合わせて安倍晋三後援会の「桜を見る会」前夜祭は、一人 5,000円という会費で、高級ホテルと

しては、通常の費用よりも破格の低価格で行われたとされています。領収書や明細書など必要な資

料提出もない中、首相の説明に説得力はなく首相への疑惑が広がるばかりです。 

「桜を見る会」を安倍首相さながら安倍晋三・自民党後援会集会かのように私物化し、血税を使

って有権者をもてなしていたという疑惑となり、安倍首相と内閣全体の資格にも関わる重大事態と

なっています。安倍晋三後援会主催の前夜祭での不明朗な会計処理など、公職選挙法や政治資金規

正法違反の疑いも指摘されています。 

野党は、首相出席の予算委員会開催で徹底審議を求めています。先の経済産業大臣、法務大臣辞

任の際にも、安倍首相は「大臣自ら説明が必要」と指摘してきたように安倍首相自身が国会の場で

説明を行うことが必要です。安倍首相と政権与党は、野党の審議要求に応え、直ちに首相出席によ

る予算委員会を開催し、「桜を見る会」疑惑の真相解明へ政権及び国会はその責任を果たすべきです。 

 

以上のことから、地方自治法第99条により、「桜を見る会」疑惑の徹底解明を求め意見書を提出

する。 
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